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７ 基本理念 

酒田コミュニケーションポートは、これまで培われてきた中央図書館と駅前観光案

内所のサービス機能やネットワークを引き継ぎつつ、本市の新しいにぎわいと交流の

創出拠点、観光起点として、酒田の特長＝酒田らしさを活かし、また、それが感じら

れる場所として整備し、運営していく必要があります。 

 

本市では、西廻り航路が整った江戸期には、海上交易と最上川舟運の要として、ヒ

ト・モノ・コトが行き交い、独自の湊町文化を形成しました。また、世界に誇れる山

（鳥海山）、川（最上川）、海（日本海）、島（飛島）と豊かな自然が彩っており、

それに育まれた豊富な食材や風土があります。 

 

その酒田が有する知（地）的資源をライブ発信し、人が集い、出会い、交流するこ

とで新たな「価値」を創出します。 

訪れる人にとっての情報発信源の機能を果たすとともに、「進取の気性（精神）」

「公益の心」を持つ人財の形成の場としても機能させていくことを目指します。 

 酒田コミュニケーションポートの基本理念を、次のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 インスパイアとは、奮い立たせる、駆り立てる等の英訳です。 

知（地）のアリーナ 

～ヒト・モノ・コトが行き交い、多様なコミュニケーションが創出 

され、知（地）的好奇心がインスパイア 1されるみんなの居場所～ 

○市民の暮らしの質（QOL）の向上  ○酒田の価値向上 

  ◆「知」のライブパフォーマンス 

○東北公益文科大学まちなか講座     

○日本海総合病院ヘルス・メディカル講座  

○著作者や酒田ゆかり人のミニトーク 

○ライブラリアンによるお薦め本紹介 

○慶応義塾大学先端生命科学研究所まちなか講座   など 

  ◆「地」のライブパフォーマンス 

○駅前マルシェ 

〇食べマルシェ（酒田フレンチ・酒田のラーメン） 

○各地伝統芸能ストリートライブ 

○ジオパーク、日本遺産関係まちなか講座    など 

アクションプラン（イメージ） 


